
B －34　 ル ネサン ス服 装の美的 断面

塩塚　瑞枝

1.　人間性復興 の精神がルネ サンス と い う， 一般的

に，歴史的綜 合の基底を なし てい ると考 えられてい る。

し かし，服装史 におい てはなぜ か一般史 と異 な"),   16C

様式を以 てル ネサンスを総 括し， その特徴 に， スラッシ
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， スリット,   パ フ，ヴェルジ ュガ ダンを挙げてい るの

が通例のように思われる。では，その特徴はいつ頃 から

服装 上に現 われ， また， どのよう な美的 意味を持ってい

るのか，あるいは，非ルネサ ンス的要素はない のかを考

察し，服 装史におけるルネサンスの史的位置に再検討を

加える。

2.　ルネ サン ス絵画に表現 され たものを検討 すると共

に服装史におけ る図録を資料 とし，そ こに示 された形式

感情 の掘下げ，ル ネサンス精神 との照合により美的 様式

的 意義を探 ろうとする。

3.　ヴ ェルジ ュガダンを除き,   16C 様式 の特徴とされ

るスラッシ ュ， ス リット，パフの服飾的 表現が既に15  C

後 半に発生し，絵 画の中に多数散見する。 このよ うな服

装 が人体 自然との美的 即一の立揚から服装美 のあらゆる

可 能態への意識的 な展開に踏み出し た点に注 目し，15C

服飾 の美的 意味を再検討 の結果，それが次第に非ルネサ

ンス的 要素を加え,   16C にい たって，却って，非ルネサ

ン ス的なものへ転化し て行こ うとす る傾向 のあ るこ とを

理解した。


